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――2014 年 6 月のコースト・ンペケトニ事件を中心に―― 
 
Terrorism Related Violence and its Repercussions in Kenya:  
Mpeketoni Attack in Coastal Lamu County in 2014 
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タナ・リバー（Tana River）、キリフィ（Kilifi）、モンバサ（Mombasa）、クワレ（Kwale）、内陸の
タイタ／タヴェタ（Taita/ Taveta）の 6カウンティである。 
 






































ルオ人、カンバ人がそれぞれ約 1割を占め、この 5大民族で総人口の 6割強に達する。一方コー
ストでは、多い順にミジケンダ人が 6割弱（全国では 5%）、タイタ人が 1割（全国では 1%未満）、




















                                                        
2 DN［17 June 2014, 9］、DN［18 June 2014, 5］。その他たとえば「ケニア－トゥデイ」ウェブサイトによる被害者
リストでは、名前からキクユ人と判断できる男性が 49人中 30人を占めている［Kenya-Today 2014］。 
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事件発生 2日目にあたる 2014年 6月 16日には、警察と機動隊が現地に派遣され、北部の森林
地帯を含めた容疑者の捜索を開始した。一方、首都ナイロビでは、大統領の主催する国家安全保





                                                        
3  植民地期から続く土地問題について、詳細は津田［2014］を参照されたい。 
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折しもンペケトニ事件が発生した初日にあたる 2014年 6月 15日には、オディンガ率いる CORD
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統領演説動画フルバージョンは NTV Kenya［2014a］）。 
                                                        
4  2012～14年にかけて、著名なイスラーム聖職者がコーストで殺害される事件が相次いでいた。犠牲者には、ア
ッシャバーブやアル＝カーイダ（Al-Qaeda）への関与が疑われていたサミール・カーン（Samir Khan）、シェイ
ク・ロゴ（Sheikh Aboud Mohammed Rogo）、シェイク・アブバカール・シャリフ（Sheikh Abubakar Shariff、通称
マカブリ［Makaburi］）らが含まれた。ケニア警察は関与を否定しており、真相は未解明のままである。 
5  ケニア時間 2014年 6月 16日午後 8時過ぎには、オンライン版のデイリー・ネーションが、アッシャバーブによる
犯行声明が出た旨の記事を掲載しており、犯行声明は 16日のうちに出されたことが確認できる［Daily Nation online 
2014a］。 
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「われわれの団結により、テロリストに勝利しよう」と国民の団結を呼びかけた［DN 23 September 
2013, 4; NTV Kenya 2013］。数日後にウェストゲート・モール襲撃事件の制圧を宣言した際も、ケ
ニヤッタ大統領は、「一体化して立ち上がり、ともにこの国を守り、発展させよう」と述べて、国
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独立を求めて活動してきた団体6である。MRC 創設の背景には、第 1 節で触れたように、特に土
地問題において現地の住民が歴史的に不当に取り扱われてきたとする強い不満と中央の歴代政権
への不信がある（たとえば EACLJ［2011］）。ケニア政府側は 2010 年、犯罪組織であるとしてア
                                                        
6 「プワニ」の境界線は、本稿のコースト（旧コースト州）の境界とは必ずしも一致せず、英領植民地期に「ケ
ニア保護領（Kenya Protectorate）」とされたインド洋沿岸部の幅 10マイル（約 16キロメートル）の帯状の地域
が想定されている可能性がある。ケニア保護領について詳細は、津田［2014］を参照。 
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官殺害事件が発生し、警察はMRCメンバーだとして 6人を射殺した［DN 29 March 2013, 10］。
MRC のンザイ（Randu Nzai）書記長は、MRC はその警官殺害事件に無関係であると述べ、あわ
せて、2012年 7月の高裁による非合法化違憲判決によりMRCは合法化されたと主張した。 
警察側は、コーストで発生する様々な襲撃事件について MRC の関与を疑うことをやめなかっ
た。2013年 4月後半、モンバサで、警察署が 5人に山刀で襲撃され、警官 1人が重傷を負ったほ
か、ライフルや弾丸が強奪された際も、警察はMRCが関与した疑いがあるとした。MRC側は関
与していないとして警察を批判したが、モンバサ警察は MRC への取り締まりを強化し、2013 年
5月半ばには、MRCに関連する誓いの儀式（oath）をおこなっていたとして 1日で 13人を逮捕7し
た。 




一方、2012 年から 2014 年にかけては、上で触れたように幾人もの著名なイスラーム聖職者が
                                                        
7  ケニアには、2010年制定の「組織犯罪防止法（Prevention of Organised Crimes）」という法律があり、その中に、
誓いの儀式を取り締まる規定が盛り込まれている。 
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起こされたとの見解を示したのであった8［DN 30 June 2014］。 
2014 年 7 月時点での逮捕者は 69 人にのぼった。いずれも「地元」出身のムスリムであり、そ
の中には一時、現職のラム・カウンティ知事（governor）イッサ・ティマミィ（Issa Timamy）も
名を連ねた（その後釈放された）。知事は、ラムの「地元民」の土地問題の解決を訴える急進的な
言動で知られる人物であった［Beja 2014a］。さらに 2014年 9月には、警察長官（Inspector General 
of Police）が、「MRCはアッシャバーブと協力関係にある」との見解を公にするに至った［DN 7 















                                                        



























いう大幅な落ち込みを記録した［Mutambo and Leftie 2014］。 
影響は観光にとどまらない。「ラム港・南スーダン・エチオピア・トランスポート（Lamu Port and 
South Sudan Ethiopia Transport : LAPSSET）」という、ラム・カウンティを起点としケニア北部の低
開発地域を縦断して周辺諸国に到達するパイプライン、鉄道、道路、コンテナ港などの大規模開
発事業の今後も心配される［OoPM 2012］。また、現時点ではまだ、ンペケトニ事件によって避難
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